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受賞コメント 
減災を建築分野の観点から考えました。災害は、突然起
こる一時的なものですが、それに備える空間は恒常的な
もので、災害が起きる前と後の空間のあり方を深く考え
ました。私の案は、新型コロナウイルスに対する減災の
提案ですが、このコンペテションを通して、様々な分野
の減災の提案と出会うことができました。改めて、災害
と人、災害と暮らしとは何か考え、減災だけでなく社会
問題と向き合うことの重要性に気付くことができまし
た。 

 

評価コメント 
18mm断面積の木材だと、反りや捻じれが出やすく、初期の形状を維持できるのかが疑問。床板
の接合、柱の固定、など施工上大きな課題が残されている。（相良） 

課題の着眼点は良かったが、提案内容の具体性とその魅力に乏しい。ソーホー的、集会所的機能
のその建築空間が、どのような具体性でどんな魅力となるのか。その運用をどのようにすれば、
もたらせたい機能が具体化するのか、等、プランから見えてこないのは残念。（平林） 
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03.  SOHOTO
　SOHOTO は、小さなオフィスや住居で場
所を問わず仕事ができる人の新たな職場で
ある。感染拡大を防ぐためテレワークが推
進され、場所を問わず仕事ができるように
なった。人が多く騒がしい都会とは反対に、
穏やかで静かな富浦町で仕事ができる環境
を作り、在宅ワークをする人々に二つ目の
家を作る提案である。

Small Office House Office として、外部か
ら来る人々が仕事場として、家として一定
の期間利用できる空間へ改修する。SOHO
として利用されていないときは、近所の方、
子供達が集う空間として解放し、また、コ
ワーキングスペースとしても利用できる空
間とする。自治会館の隣に位置することか
ら、年に一度行われるお祭りの会場の一部
として利用できるよう配慮している。

Concept
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基礎
コンクリートの基礎とする。
一つ一つを小さくすることで
子供や高齢者も作れる工夫をした。

テラス
基礎の上に、板をのせる。
元は、台風災害で廃材となった桟橋の
板を使う .

柱
柱材を 4本のユニットする。
30mm×30mm の柱材とし、ユニット
の隙間に梁を通す。

屋上
構造用合板と防水シートを梁の上に設
置する。
屋上を設けるため、梁に強度が必要で
あり、梁束を柱と同様のユニットにし
て強度を持たせた。

1本の材を細くし、軽量化する
ことで地元の人の手で作れる
よう工夫した。また、材によっ
ては、長さを変え、老若男女
問わず建設できる。

細分化　 ユニット化
ユニット化することで建設手
順がルール化され、よりわか
りやすくすることで多くの人
が建設に介入できるようにし
た。

Process
施工が容易なデザインにより、実現性を高めた。
作業は、マスクとソーシャルディスタンスを保つ
ことにより感染拡大を予防できる。共同で作るこ
とが、コミュ二ティを活性する。そのため、軽い
部材の選定や、容易な施工ができる設計をした。

正午までは、滞在者の在宅ワークの空間へ、町の子供
達が下校する時間には、みんなの公園となり、町に溶
け込む空間にする。孤独等が原因で問題視される在宅
ワークに、人との関わりを作る。

アフターコロナには、町のお祭りの中心となり、観光
客や二地域居住者が町に溶け込む。コロナ渦だけを考
えるのではなく、アウターコロナを見据えた、継続的
なアイデア。


